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令和４年第２回中頓別町議会定例会会議録

〇議事日程（第２号）

令和４年６月８日（水曜日） 午前 ９時３０分開議

第 １ 議案第３１号 令和４年度中頓別町一般会計補正予算

第 ２ 議案第３２号 令和４年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補正予算

第 ３ 選挙第 １号 選挙管理委員の選挙

第 ４ 選挙第 ２号 選挙管理委員補充員の選挙

第 ５ 発議第 １号 補聴器購入補助等の改善をはじめ、難聴（児）者への支援拡充を

求める意見書（案）

第 ６ 発議第 ２号 森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向けた施策の充実・

強化を求める意見書（案）

第 ７ 発議第 ３号 ロシアによるウクライナへの軍事侵略に対する決議（案）

第 ８ 議員の派遣について

第 ９ 閉会中の継続調査申出について

〇出席議員（８名）

１番 髙 橋 憲 一 君 ２番 長谷川 克 弘 君

３番 西 浦 岩 雄 君 ４番 宮 崎 泰 宗 君

５番 東海林 繁 幸 君 ６番 星 川 三喜男 君

７番 細 谷 久 雄 君 ８番 村 山 義 明 君

〇欠席議員（０名）

〇地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 小 林 生 吉 君

副 町 長 遠 藤 義 一 君

教 育 長 相 座 豊 君

総 務 課 参 事 市 本 功 一 君

総 務 課 参 事 笹 原 等 君

総 務 課 参 事 野 田 繁 実 君

総 務 課 参 事 小 林 嘉 仁 君

総 務 課 参 事 石 川 章 人 君

総 務 課 参 事 矢 部 智 彦 君
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産 業 課 長 平 中 敏 志 君

産 業 課 参 事 永 田 剛 君

産 業 課 参 事 西 川 明 文 君

産 業 課 参 事 北 村 哲 也 君

建 設 課 長 土 屋 順 一 君

建 設 課 参 事 長 尾 享 君

建 設 課 主 幹 後 藤 晃 昭 君

保 健 福 祉 課 長 相 馬 正 志 君

保健福祉課主幹 西 巻 俊 英 君

保健福祉課主幹 五十嵐 弘 将 君

教 育 次 長 小 林 美 幸 君

教育委員会主幹 後 藤 浩 一 君

国保病院事務長 西 村 智 広 君

会 計 管 理 者 庵 日 鶴 君

認定こども園園長 大 島 朗 君

〇職務のため出席した事務局職員

議 会 事 務 局 長 今 野 真 二 君

議会事務局書記 田 辺 めぐみ 君
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◎開議の宣告

〇議長（村山義明君） おはようございます。定足数に達しておりますので、ただいまか

ら本日の会議を開きます。

本日の議事日程については、お手元に配付した議事日程第２号のとおりです。

（午前 ９時３０分）

◎議案第３１号

〇議長（村山義明君） 日程第１、議案第３１号 令和４年度中頓別町一般会計補正予算

を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第３１号 令和４年度中頓別町一般会計補正予算につきまし

て、笹原総務課参事から説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 笹原総務課参事。

〇総務課参事（笹原 等君） おはようございます。よろしくお願いいたします。議案第

３１号 令和４年度中頓別町一般会計補正予算につきましてご説明申し上げます。

予算書１ページをお開き願います。令和４年度中頓別町一般会計補正予算。

令和４年度中頓別町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条第１項 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億７，８８３万７，

０００円を追加し、歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ４４億５，４９９万３，０

００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

（地方債の補正）

第２条 既定の地方債の変更は、「第２表地方債補正」による。

令和４年６月７日提出、中頓別町長。

４ページをお開き願います。第２表、地方債補正でございます。起債の目的、過疎対策

事業債の限度額を変更前５億７，７２０万円から変更後６億８，５３０万円とするもので、

起債の方法、利率、償還の方法に変更はございません。変更事業のみご説明申し上げます。

医療機械器具購入事業の限度額を変更前５８０万円から変更後６３０万円とするもので、

事業内容の精査により追加、また新規に認定こども園園庭整備事業３，３００万円、地域

交通維持車両購入事業２，３６０万円、スクールバス購入事業５，１００万円を追加する

ものでございまして、それぞれ歳出に計上してございます各事業の実施に伴う財源として

追加するものでございます。

続きまして、事項別明細書、歳出からご説明をいたします。１４ページをお開き願いま
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す。２款総務費、１項総務管理費、４目財産管理費では、既定額に５，５６４万３，００

０円を追加し、１億１，９４６万６，０００円とするもので、町有財産維持管理事業、１

節報酬に町有建物の修繕対応としてパートタイムの会計年度任用職員を採用するため２３

万４，０００円を追加、１０節需用費に町有施設関係小破修繕料として２２９万１，００

０円を追加、内容は弥生会館屋根修繕として５０万６，０００円、南宗谷消防組合から町

に所管替えとなりました消防職員住宅の修繕費１７０万２，０００円、天北厚生園に貸与

しております旧中頓別農業高校の倉庫のシャッター部分の修繕費８万３，０００円となっ

ております。１１節役務費では、南宗谷消防組合から移管となった消防職員住宅に係る建

物災害共済保険料として１万円を追加、１４節工事請負費では路線バスが新たな仕組みに

移行することに伴い導入する車両を保管する車庫新設工事として５，３１０万８，０００

円を計上するものでございます。詳細につきましては、別に配付してございます建設課建

設グループ作成の説明資料をご参照願います。

５目企画費では、既定額に２，５９６万１，０００円を追加し、１億２，５６２万７，

０００円とするもので、内容は総合開発委員会事業、２節給料で１５９万３，０００円、

３節職員手当等で６６万５，０００円、４節共済費で３０万円をそれぞれ計上、いずれも

総合計画に位置づけられました町民主体の取組となります７つのアクション推進に向けた

フォローアップ体制を強化するため採用する地域おこし協力隊の人件費として計上、地方

バス路線維持対策事業、１７節備品購入費では路線バスが新たな仕組みに移行することに

伴い必要となる車両３台分の購入費として２，２０８万２，０００円を計上、コモンズ形

成事業、１０節需用費で９３万８，０００円、１１節役務費で４万５，０００円、１７節

備品購入費で３３万８，０００円をそれぞれ計上、旧松田商店の利活用を進めていくため

今年度は１階部分におきまして試行的な活用を進めていくこととしており、電気や灯油な

どの光熱水費やトイレの修繕費、インターネット環境の整備やテーブル、椅子などの備品

購入費を計上するものでございます。詳細につきましては、別に配付しております総務課

政策経営室作成の説明資料をご参照願います。また、人件費の詳細につきましては２６ペ

ージ以降の給与費明細書をご参照願います。

１６ページをお開き願います。１１目新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金事業費では、既定額に８６７万９，０００円を追加し、６，４２０万９，０００円とす

るもので、地方創生臨時交付金事業、１０節需用費で抗原検査キットや自宅待機者支援に

係る日用品費など合わせまして１３８万円を追加、１１節役務費では小中学生の学習用に

活用するＷi―Ｆi利用料として１８５万４，０００円を追加、１２節委託料ではＰＣＲ検

査委託料として４６２万円を新規計上、１７節備品購入費では町民センターの事務室や放

課後子どもプランで活用している部屋などに設置する空気清浄機の購入費用として８２万

５，０００円を計上。

２項徴税費、１目税務総務費では、既定額に４７万４，０００円を追加し、９７４万８，

０００円とするもので、税務事務事業、１８節負担金補助及び交付金で同額を追加、地方
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税共同機構に対する負担金額の確定に伴い不足する額を追加するものでございます。

３項１目戸籍住民基本台帳費では、既定額に７７２万２，０００円を追加し、３，７７

２万７，０００円とするもので、住民事務事業、１１節役務費で３万５，０００円を計上、

１７節備品購入費で１２万９，０００円をそれぞれ新規計上、現在役場窓口におきまして

マイナンバーカードの交付手続で使用しておりますタブレット端末は国から貸与されてい

るものでありまして、これを返却しなければならないことから、新たに購入する費用とこ

れに伴う通信費として計上するものでございます。また、１２節委託料では、行政手続に

係るオンライン化を進めるためのシステム改修委託料として７５５万８，０００円を計上、

詳細につきましては別に配付しております総務課住民グループ作成の説明資料をご参照願

います。

３款民生費、１項社会福祉費、２目老人福祉費では、既定額に１，１３５万９，０００

円を追加し、１億９，５３６万円とするもので、内容は老人福祉事業、１９節扶助費で介

護医療院の開設に伴い特別養護老人ホームから介護医療院へ移行される利用者の負担額増

加に対する助成金として１１４万３，０００円を計上、居宅介護支援事業所運営費助成事

業、１８節負担金補助及び交付金で介護医療院開設に伴う運営費の補助金として１，０２

１万６，０００円を計上、詳細につきましては別に配付しております保健福祉課作成の補

足説明資料をご参照願います。

１８ページをお開き願います。１１目住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付

事業費では、新規に１２６万７，０００円を計上するもので、住民税非課税世帯等に対す

る臨時特別給付金給付事業、１０節需用費、消耗品費で４万８，０００円を計上、１１節

役務費、郵便料、口座振替手数料合わせまして１１万９，０００円を計上、いずれも臨時

特別給付金の事務経費として計上、１９節扶助費では給付対象見込み世帯１１世帯分の臨

時特別給付金として１１０万円を計上。

２項児童福祉費、４目認定こども園費では、既定額に３，３００万円を追加し、６，７

８０万９，０００円とするもので、認定こども園事業、１４節工事請負費で園庭整備に要

する費用として同額を計上、詳細につきましては別に配付しております認定こども園作成

の予算説明資料をご参照願います。

７目こども包括支援費では、既定額に４４万円を追加し、６７９万９，０００円とする

もので、子育て世代包括支援センター事業、１０節需用費で同額を計上、子供の誕生を祝

い手作りの椅子をプレゼントする君の椅子プロジェクトの参加検討に向けまして椅子の購

入費用として計上するものでございます。

４款衛生費、１項保健衛生費、１目予防費では、既定額に８１２万９，０００円を追加

し、２，８７９万３，０００円とするもので、新型コロナウイルスワクチン接種事業、２

節給料で会計年度任用職員に係る給料として３２万円、３節職員手当等でワクチン接種に

係る時間外手当として１１７万３，０００円、１０節需用費でパンフレットや接種券作成

に要する費用として１０万円、１１節役務費で郵便料として１８万８，０００円、１２節
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委託料でシステム改修やワクチンクーポン券印刷業務、予防接種、接種対象者の送迎委託

料として合わせまして５３３万２，０００円をそれぞれ追加、１８節負担金補助及び交付

金では医療従事者の派遣に係る補助金として１０１万６，０００円を計上、いずれも４回

目のワクチン接種に要する費用として計上するものでございます。

４目墓地火葬場費では、既定額に３９万６，０００円を追加し、２３９万１，０００円

とするもので、墓地火葬場維持管理事業、１１節役務費で火葬場に関するアンケート実施

に要する郵便料として９万６，０００円を計上、１２節委託料で墓地の維持管理につきま

して従前の受託事業者による継続が困難となりましたことから、費用の再算定を行い、不

足する額として３０万円を追加。

２０ページをお開き願います。５目病院費では、既定額に８１３万８，０００円を追加

し、２億４，８４６万３，０００円とするもので、国民健康保険病院事業運営補助事業、

１８節負担金補助及び交付金で同額を計上、運営事業補助として７２２万５，０００円、

過疎債分として医療機械の購入費の精査によりまして５０万円、単独備品費として起債の

対象外となる備品購入費に対する一般会計からの負担分として４１万３，０００円をそれ

ぞれ追加。

６款農林水産業費、１項農業費、１目農業委員会費では、既定額に５万６，０００円を

追加し、３１７万３，０００円とするもので、農業委員会活動促進事業、１１節役務費で

タブレット通信費として１万１，０００円、１３節使用料及び賃借料でタブレット端末の

管理利用料として５，０００円、１７節備品購入費でタブレット端末購入費として４万円

をそれぞれ新規計上、１０年後に目指すべき農地の効率的、総合的な利用の姿を明確化す

る目標地図の作成や担い手への農地の集積、集約化を促進するためのデータベース作成の

ためタブレット端末を導入する費用として計上するものでございます。詳細につきまして

は、別に配付しております農業委員会作成の予算説明資料をご参照願います。

２目農業振興費では、既定額に１４３万６，０００円を追加し、８，９７５万６，００

０円とするもので、内容は中頓別町農業体験交流施設管理運営事業、１４節工事請負費で

農業体験交流施設の屋上防水修繕費用として４３万６，０００円を計上、農業振興事業、

１４節工事請負費で集乳農道排水施設の土砂撤去など当初で予算措置した額に不足が生じ

ることから１００万円を追加、詳細につきましては別に配付しております産業課産業グル

ープ作成の予算説明資料をご参照願います。

４目有害鳥獣対策費では、既定額に３２３万９，０００円を追加し、１，７２１万８，

０００円とするもので、有害鳥獣対策費、７節報償費に同額を追加、鳥獣被害防止総合対

策事業補助金分の有害鳥獣捕獲報償費４０５頭分、３２３万９，０００円を追加計上する

ものでございます。

８款土木費、５項住宅費、１目住宅管理費では、既定額に３５６万２，０００円を追加

し、２，６６４万７，０００円とするもので、公営住宅維持管理事業、１節報酬で町有建

物の修繕対応としてパートタイムの会計年度任用職員を採用するため２３万４，０００円
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を追加、１２節委託料で西団地の外壁改修工事に伴い実施が必要となる耐力度調査委託料

３２７万８，０００円を計上、１７節備品購入費で消火器が未設置となっております公営

住宅に設置する消火器５本分、５万円を計上するものでございます。

２２ページをお開き願います。１０款教育費、１項教育総務費、２目事務局費では、既

定額に６９８万９，０００円を追加し、１億３，０６１万３，０００円とするもので、教

育委員会事務局事業で同額を計上、いずれも新しい時代の学びに対応した施設環境を発案、

具体化する基本計画の策定に対し、国から採択された委託事業となりまして、検討協議会、

ワークショップの開催、基本計画策定に要する費用であり、１節報酬で会議の委員報酬７

万２，０００円、７節報償費で有識者への報償費１２万円、８節旅費で普通旅費、費用弁

償合わせまして７７万１，０００円、１０節需用費では消耗品費、図書購入費、車両燃料

費、食糧費、印刷製本費合わせまして１０万８，０００円、１１節役務費では郵便料５，

０００円、１２節委託料では本事業の推進に向けた支援業務に関する委託料として５９１

万１，０００円、１３節使用料及び賃借料では出張に際し利用が想定される高速道路使用

料２，０００円をそれぞれ計上するものでございます。詳細につきましては、別に配付し

ております教育委員会作成の予算説明資料をご参照願います。

２項小学校費、１目学校管理費では、既定額に９０万円を追加し、３，４６４万円とす

るもので、小学校施設維持管理事業、１０節需用費で感染症防止対策として必要となる消

耗品費１１万９，０００円、１７節備品購入費で特別教室を含む各教室や校長室等に設置

する空気清浄機の購入費用として７８万１，０００円を計上。

３項中学校費、１目学校管理費では、既定額に９０万円を追加し、１，３６１万７，０

００円とするもので、中学校施設維持管理事業、１０節需用費で感染症防止対策として必

要となる消耗品費１１万９，０００円、１７節備品購入費で特別教室を含む各教室や校長

室等に設置する空気清浄機の購入費用として７８万１，０００円を計上。

４項社会教育費、２目町民センター費では、既定額に５４万７，０００円を追加し、７

０７万３，０００円とするもので、町民センター運営維持管理事業、１１節役務費で教育

委員会事務室を町民センターに移転したことに伴う電話料金の増額分として２７万５，０

００円を追加、１７節備品購入費として書庫や案内板、傘立て合わせまして２７万２，０

００円を追加計上するものでございます。

２４ページを御覧願います。５項保健体育費、４目学校給食費では、既定額に変更はご

ざいませんが、学校給食事業、１節報酬で１５０万６，０００円を減額し、２節給料に同

額を計上、節の組替えを行うものでありまして、会計年度任用職員の採用形態を当初はパ

ートタイムで予定していたところでありますが、フルタイムでの採用となったことによる

ものでございます。

８ページにお戻り願います。歳出合計、既定額に１億７，８８３万７，０００円を追加

し、４４億５，４９９万３，０００円とするものでございます。

続きまして、歳入についてご説明をいたします。１０ページをお開き願います。１１款
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１項地方交付税、２目特別交付税では、既定額に３，２９９万４，０００円を追加し、２

億１，２９９万４，０００円とするもので、歳出の一般財源とするものでございます。

１４款国庫支出金、１項国庫負担金、２目衛生費国庫負担金では、既定額に３９５万５，

０００円を追加し、４２９万７，０００円とするもので、１節保健衛生費負担金に歳出、

新型コロナウイルスワクチン接種事業のワクチン予防接種委託料に対する負担金として同

額を追加。

２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金では、既定額に１，２５４万８，０００円を追

加し、８，６０５万円とするもので、３節新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金に歳出、総務費の地方創生臨時交付金事業で計上いたしました抗原検査キットやＰＣ

Ｒ検査委託料、Ｗi―Ｆi利用料、空気清浄機の購入費用に充当する補助金として８６７万

９，０００円を追加、４節社会保障・税番号制度システム事業費補助金に歳出、住民事務

事業で役場窓口に設置するタブレットの整備費用に対する補助金として個人番号カード交

付事業費補助金９万１，０００円、行政手続のオンライン化を進めるためのシステム改修

に対する補助金といたしましてデジタル基盤改革支援補助金３７７万８，０００円をそれ

ぞれ計上、合わせまして３８６万９，０００円の計上でございます。

２目民生費国庫補助金では、既定額に３３５万６，０００円を追加し、１，１６９万４，

０００円とするもので、４節住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業補助金

に同額を計上、歳出の住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金及び給付事務に対する

補助金でございます。

３目衛生費国庫補助金では、既定額に４１７万４，０００円を追加し、８３４万５，０

００円とするもので、１節保健衛生費補助金に同額を計上、新型コロナウイルスワクチン

接種体制確保事業費国庫補助金３１５万８，０００円、新型コロナウイルス感染症緊急包

括支援交付金１０１万６，０００円、いずれも歳出の新型コロナウイルスワクチン接種事

業に充当される補助金でございます。

４目土木費国庫補助金では、既定額に１４７万５，０００円を追加し、４億１，５１２

万５，０００円とするもので、２節公営住宅建設事業等補助金に同額を計上、歳出、公営

住宅維持管理事業の耐力度調査委託料に対する補助金でございます。

５目教育費国庫補助金では、既定額に９０万円を追加し、１３９万５，０００円とする

もので、４節学校保健特別対策事業費補助金に同額を計上、歳出の小学校及び中学校施設

維持管理事業に充当する補助金でございます。

３項国庫委託金、１２ページをお開きいただきまして、３目教育費委託金では、新規に

６９８万８，０００円を計上するもので、１節新しい時代の学びの環境整備先導的開発事

業委託金に同額を計上、歳出、教育委員会事務局事業に計上されました学校づくりに向け

た取組に対する国からの委託金でございます。

１５款道支出金、２項道補助金、４目農林業費補助金では、既定額に３２９万５，００

０円を追加し、６，６１１万３，０００円とするもので、１節農業委員会補助金に５万６，
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０００円を追加、農業委員会活動推進事業交付金１万６，０００円、情報収集等業務効率

化支援事業補助金４万円、いずれも歳出の農業委員会活動促進事業に計上いたしましたタ

ブレットの整備に対する補助金でございます。１６節鳥獣被害防止総合対策事業補助金で

３２３万９，０００円を新規計上、歳出の有害鳥獣捕獲報償費に充当される補助金でござ

います。

１６款財産収入、１項財産運用収入、２目財産貸付収入では、既定額に４６万４，００

０円を追加し、１，０５９万２，０００円とするもので、３節施設貸付収入で同額を計上、

消防職員住宅が南宗谷消防組合から町へ移管となったことに伴い貸付料を計上。

２０款諸収入、６項雑入、１目雑入では、既定額に５８万８，０００円を追加し、２，

３６９万４，０００円とするもので、１節雑入で同額を追加、歳出の町有財産維持管理事

業で計上いたしました弥生会館屋根修繕、旧中頓別農業高校の倉庫のシャッター修繕に対

する共済保険として計上するものでございます。

２１款町債、１項町債、１目過疎対策事業債では、既定額に１億８１０万円を追加し、

６億８，５３０万円とするもので、１節過疎対策事業債に同額を追加、内容につきまして

は第２表、地方債補正で説明させていただきましたので、省略をさせていただきたいと思

います。

６ページにお戻り願います。歳入合計、既定額に１億７，８８３万７，０００円を追加

し、４４億５，４９９万３，０００円とし、歳入歳出のバランスを取っております。

以上、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

細谷さん。

〇７番（細谷久雄君） １５ページの地方バス路線維持対策事業のデマンドバス、買うの

は問題ないと思います。だけれども、この絵柄については、町のほうで考えているのか、

それとも委託をかけるのか、私がちょっと思うのはやっぱり初めて中頓別町を走るデマン

ドバスであるので、中頓別町民だとか、これから中頓別町を背負う中学生、小学生の公募

をかけてもいいのではないかなと思うのですけれども、その辺お伺いいたします。

〇議長（村山義明君） 笹原総務課参事。

〇総務課参事（笹原 等君） デマンドバスに係りますデザインに関しましては、今回発

注をかけますその中で費用を盛り込みたいと思っています。その中で今回浜頓別町と一緒

にやる事業でありますから、浜頓別町とも相談しながらどういったデザインにするのかと

いうところから考えていくことになりますが、そういったところで発注をかけた先と何度

かやり取りをする中で固めていきたいと思っています。そのデザイン案に関しまして今ご

提案のありましたような地域の方からの意見等も踏まえてといったところに関しましては、

浜頓別町とも協議しながらどういった形で進めていったらいいのかということについて考

えていきたいと思います。

〇議長（村山義明君） 東海林さん。
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〇５番（東海林繁幸君） ２１ページの有害鳥獣対策費の中でエゾシカの報償費が４０５

頭という、この数の根拠は何なのでしょうか、初めて聞いたので。

それから、もう一件は、２３ページのいわゆる委託料で新しい時代の学びの環境整備先

導的開発事業委託料、何が何だか分からない。それと、これの補足説明資料って教育委員

会が出しているのだけれども、これには何も歳出の内訳を書いていないでしょう。同じこ

とを書いているだけなので、こんなのは補足説明資料と言わない。それで、何に使うかと

いうのであれば補足になるけれども、こんなものは無駄ですから、以後気をつけてくださ

い。これは、みんなの課にも言えることです。補足説明するということは、議案にない部

分を補足するのが補足説明であって、同じことを書いて補足説明なんていう、そんな無意

味なことはおよしになったほうがいいと思います。それで、委託料の根拠なのですけれど

も、ここでは施設環境を発案、具体化する基本計画の策定の支援だから、基本計画をつく

るということなのでしょうけれども、これを委託してしまうのですか。ちょっと分からな

いのは、この委託料に対して国でも委託料を約７００万円出してくれているので、もとも

と国がこういうことをしなさい、だから国で委託料を出すのですよということなのか、何

かその辺の根拠が分からないのだ。大事なことなので、どこへ出すのですか、これ。それ

で、五百数十万、約６００万です。この金額は、どういう根拠で算定したのでしょうか、

お伺いいたします。

〇議長（村山義明君） 平中産業課長。

〇産業課長（平中敏志君） 私から有害鳥獣対策に係る経費の部分についてご回答させて

いただきたいと思います。

今回有害鳥獣対策費として報償費に３２３万９，０００円を計上させていただいている

部分につきましては、国からエゾシカの緊急捕獲対策費として交付される金額の当初の割

当額が確定されましたので、４０５頭分として今回計上させていただいているものであり

ます。基本的には、町としては５００頭を目標として５００頭分の町の６，０００円分は

出しておりますが、それ以外に国から道を経由して例年報償費としておおむね１頭当たり

８，０００円ですとか、食肉に使った場合は９，０００円ですとかという部分の報償費が

今回割り当てられたということで、この部分を歳入歳出同額で計上させていただいている

ものでございます。

（「休憩して」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 暫時休憩します。

休憩 午前１０時０３分

再開 午前１０時０４分

〇議長（村山義明君） 休憩前に戻り会議を開きます。

小林教育次長。
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〇教育次長（小林美幸君） ご質問にお答えします。

まず、補足説明資料の作り方が非常に雑で申し訳ございません。次回からは、もう少し

分かりやすい説明資料を作りたいと思っております。

委託の部分だったのですけれども、国からの委託を受けて計画策定に係る支援を再委託

する経費となっております。７００万円を上限に国からの補助金を受けてする事業であり

ます。委託先につきましては、ｓｔｕｄｉｏ―Ｌです。内容につきましては、基本計画、

ビジュアルイメージの作成、設置検討協議会、ワークショップ等の支援等をお願いしてお

ります。再委託の必要性の部分なのですけれども、昨年１年かけて町民の研修会だとかワ

ークショップ、展覧会などを行ってきました。その中で町民や学校関係者等の意見を聞き

ながら事業を進めてきております。必要性としましては、町民参加型で新しい学校づくり

の事業を推進していきたいという考えから委託をしております。効率的かつ専門的に運営

できる事業者に委託をする必要があるということで、今までの実績があるｓｔｕｄｉｏ―

Ｌに委託をしております。

〇議長（村山義明君） 東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 委託料にこだわるのは、どういう専門業者なのか、この委託先

というのは。私が聞いたのは、根拠なのです、委託料の根拠。何の分でこういった金額に

なるのか、その辺を明かしてほしいということと、これは多分町教委が委託先を決めるわ

けではないのでしょう。決められてきたのでしょう。私の経験からいえば、そんな状況だ

と思うのです。国がこういった形で、せっかく町教委の考え方で新しい学校づくりを目指

していい発想で申請もしているのに、何でこの根本的なところを委託しなければならない

のか。そういった人たちを教育委員会がアドバイザーとして呼んでチームをつくってもら

ったほうがむしろいいのでないかと思うのだけれども、それは国のこの事業に対する制約

があるわけですか。その辺伺いたいと思います。

〇議長（村山義明君） 小林教育次長。

〇教育次長（小林美幸君） 文科省への企画提案をして再委託を申請して認められている

委託となっております。ｓｔｕｄｉｏ―Ｌにつきましては、総合計画等今まで町の計画等

を委託している経緯があります。去年１年間につきましても委託をしながら学校づくりに

ついて進めてきていた業者であります。

〇議長（村山義明君） 東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） ちょっと説明、私の耳に届かない部分があったので、これは私

の問題だからいいですけれども、教育長に伺いますけれども、委託先は多分東京になるの

でしょう。北海道であるのですか、こういう会社。教育専門者は、北海道にもたくさんい

るわけです。教育大学もあるし、北大もあるし、そういった地域を分かっている人たちが、

しかも北の国という北海道の特性を十分承知している、そういう人たちで３人から５人ぐ

らいのメンバーを選んで専門にこれに当たってもらうというのが本当は一番いいことで、

多分これは東京でしょう。委託先は決まっているのでしょう。後でそれを知らせてくださ
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い。ですから、本当にこれをいいものに仕上げるために相当のめり込みながら私も研究し

ていこうかなと思っているのだけれども、どうもやり方が国の指導があるのか制約がある

のか、国のやろうとしていることに迎合せざるを得ないのか、その辺を教育長に素直な感

じでお答えいただきたいと思います。

〇議長（村山義明君） 相座教育長。

〇教育長（相座 豊君） ただいまのご質問にお答えしたいと思います。

ｓｔｕｄｉｏ―Ｌの会社は、兵庫県が本拠地なのですけれども、ここに来て学校づくり

の担当をしている方は沼田町に住んでいます。沼田町から来てこの委託事業を請け負って

やってくださっていると。そこでチームをつくりながらやっているところです。したがっ

て、道内の義務教育学校の情報もたくさん持っていて、それらを活用しながら学校づくり

に結びつけようというふうに考えているところです。７００万円のうちのかなりの部分を

委託料が占めるということで、先月文科省に行って直接委託料の比重について確認もして

きました。昨年の例でいくと、９５％が委託料というところもありましたよということで、

委託の比重については問題ないというふうに伺っています。内容をどう充実させるかとい

うところが委託業者と教育委員会でこの後連絡を密にしながら、内容の充実を図っていく

ように考えているところです。

〇議長（村山義明君） 東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 教育長の答弁で少し安心した部分もあるのですけれども、この

委託業者の住所はどこですか。それから、業者名は何というのでしょう。

〇議長（村山義明君） 小林教育次長。

〇教育次長（小林美幸君） ご質問にお答えします。

住所は、大阪市になっております。株式会社ｓｔｕｄｉｏ―Ｌという会社です。

〇議長（村山義明君） 星川さん。

〇６番（星川三喜男君） 今のことを継続してですけれども、教育長にお伺いします。

この委託先はしようがないとしても、この委託のほうの考えと教育長の考え、また町の

考えがマッチしなければ果たして本当にいい学校ができるのか、学び合いのふるさとがで

きるのかというのが疑問ですので、委託先に何もかもお願いするのではなくて、やはり我

が町のことは我が町で考えるというのが私は特権だと思いますし、委託先ともっと綿密に

こちらの考えを通すぐらいの構えで私はやってもらいたいと思いますが、どうでしょうか。

〇議長（村山義明君） 相座教育長。

〇教育長（相座 豊君） この事業は、７月１日から始まるのですけれども、今月から月

２回業者が来て教育委員会、それから建設課と協議しながら、内容を逐一詰めながら行っ

ていくと。そこにどれほどこちらの意図を反映させた事業の展開ができるかということを

検討しながらやっているところでありまして、これまでもこちらの意図が反映されるよう

な事業の展開をお願いしてきていますし、さらには私たちの発想を上回るようなイベント

だとかワークショップの在り方なんかも具体的に提案してくださっているので、そこをう
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まく連携を取りながら理想の形に持っていきたいというふうに考えています。

〇議長（村山義明君） 星川さん。

〇６番（星川三喜男君） もう一点、この補正とは今回の質問はちょっと離れるのですけ

れども、入札のことについてお伺いしたいと思います。

というのは、６月にもう入りまして、哺育育成センター、それの工事がまだ始まってい

ない、看板も立っていないという現状で、酪農家のほうから本当にこの事業が成り立って

いくのか、どこまで進んでいるのかという不安の声も聞かれております。これは、町の入

札ではないですけれども、宗谷総合振興局かな、多分、入札だと思うのですけれども、今

まで入札の経過があったのか、またこれから６月に入って入札が行われるのか、事業がど

のような形で進んでいくのかお伺いしたいと思います。

〇議長（村山義明君） 平中産業課長。

〇産業課長（平中敏志君） 道営の公共牧場整備事業の部分につきましては、面整備のほ

うは工事の入札が終わりましてスタートしておりますが、哺育育成センターの部分につき

ましては５月末に宗谷総合振興局のほうで入札が行われたということは聞いておりますが、

不調に終わったという連絡が来ております。今後の対応につきましては、今現在振興局と

北海道で協議中でございまして、近々振興局の担当者から今後の方向性について連絡が来

るということまでの情報でしか私どもはつかんでおりません。

〇議長（村山義明君） 星川さん。

〇６番（星川三喜男君） 課長、不調に終わったということは入札側の業者と開きが相当

あったということですか、振興局が出した金額と。そういうことですね。そしたら、振興

局の考えが甘いということですので、今後何回も入札をやっても私は落札にならないので

はないのかなという不安があります。というのは、やはり今現在、ここに工事関係者の方

々もいますけれども、毎月経費が上がっていっているのです。振興局のほうでそれも把握

できないなら、この工事は本当に今回相当な工事事業費だと思うのですけれども、成り立

っていかないのでないのかなと思いますが、町長、そこら辺の振興局との話合いをもっと

積極的に進めてもらいたいと思いますが、どうでしょうか。

〇議長（村山義明君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） 先ほど平中課長が説明したとおり、今段階で町のほうで持ってい

る情報は限られております。それで、来週には振興局の農業担当の部長が私のところに来

て今後の対応について協議をしたいというふうな状況になっています。去年もあって、ま

た今年もということで私としても大変憂慮しているところであります。ただ、ここ数年の

コロナもあり、それから今ウクライナの情勢もあって建築関係の入札においては、これに

限らずいろんなところで不調というようなことが起こっているというふうに聞いています。

町がこれから発注をかけていくもの、町でも既に１件不落になっているものがあって、通

常北海道の単価で積算してきたもので、そのとおりではなかなか落札ができない状況、日

々高騰していっているというような状況に追いつくためにはなかなか私どもの持っている
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情報だけでは対応し切れないところもあるのかなというふうに思います。先ほど申し上げ

たとおり、道からの協議の内容を踏まえて町としても対応していきたいというふうに思い

ます。ただ、哺育育成センターにつきましては、町としても非常に重要な事業であるとい

う位置づけを持っておりますし、農業者の方の期待も大きいということを十分に認識して

いるつもりでありますので、何とか解決策が見つかるように対応を図りたいというふうに

思います。

〇議長（村山義明君） 長谷川さん。

〇２番（長谷川克弘君） 私から小さいことなのですけれども、今回町民センター並びに

小学校、中学校に同時に空気清浄機を相当数入れる予定となっております。これを同時に

入れるということは、同時に壊れるということにもなるし、この台数が全て一度に稼働す

るようなことが果たしてあるのかどうか、その辺お伺いします。

〇議長（村山義明君） 小林教育次長。

〇教育次長（小林美幸君） ご質問にお答えします。

新型コロナウイルスの感染流行が長期化して、引き続き感染症対策が必要となっている

中で空気清浄機が今まで各学校、町民センターになかったということがありました。それ

で、各教室だったり、町民センターの施設の中でそれぞれ１台ずつ置いて使いたいという

ことでこの台数を上げております。学校につきましては、それぞれ学校と協議しながら必

要台数、必要な教室等を検討してきて計上しております。

〇議長（村山義明君） 長谷川さん。

〇２番（長谷川克弘君） 言わんとしていることは、よく分かります。それで、例えば空

気清浄機自体は、空気をクリーンにするということは当然分かるのですが、要するに部屋

の中だったり、教室の中、職員室の中を換気できればいいのですよね、実際には。である

ならば、空気清浄機が果たして本当にいいのか、熱交換型の換気扇で設置するのがいいの

か、その辺の検討はされたのでしょうか、お伺いします。

〇議長（村山義明君） 小林教育次長。

〇教育次長（小林美幸君） ご質問にお答えします。

熱交換型の換気扇等というお話がありましたが、これから学校の改修、町民センターを

含めて改修があることですので、今すぐ使えるものとしては設置型の空気清浄機が適切か

と思いまして、検討していった結果、このような形になっております。

〇議長（村山義明君） 東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 空気清浄機に関して私もちょっと気になったのですけれども、

それぞれ小学校１３台、中学校１３台、これはいいのですけれども、教室、特別教室と校

長室、保健室に置くことは記述されていますが、気になったのが職員室は出てこないので

す。職員室がどうなっているかということと、町民センターにも数台置くことになってい

ます。事務室は当然だと思うのだけれども、あと子供の関係と、あと会議室でどこどこに

置くつもりですか。
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〇議長（村山義明君） 小林教育次長。

〇教育次長（小林美幸君） ご質問にお答えします。

職員室につきましては、各教室、特別教室となっておりますけれども、その中に含めた

台数になっております。

町民センターにつきましては、和室、レク室、第１研修室、子どもプランのお部屋だと

か、大ホール、事務室等を考えております。

〇議長（村山義明君） 東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 確認させてください。和室は分かりました。レクリエーション

室も置くのですね。それと、下の小会議室、第１会議室、はっきり言うと狭いところのほ

うが必要だと思うので、その辺今聞き漏れたところがありますので、部屋の名前を大きい

声でお願いします。

〇議長（村山義明君） 小林教育次長。

〇教育次長（小林美幸君） 今のご質問にお答えします。

ホールにまず大きいものを１台置きます。それで、そのほかに和室、第１研修室、レク

室、子どもプランの部屋、事務室を考えております。

〇議長（村山義明君） ほかに質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） それでは、質疑がないようですので、質疑なしと認め、質疑を終

結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第３１号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第３１号 令和４年度中頓別町一般会計補正予算は原案のとおり可決され

ました。

◎議案第３２号

〇議長（村山義明君） 日程第２、議案第３２号 令和４年度中頓別町国民健康保険病院

事業会計補正予算を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第３２号 令和４年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補

正予算の説明を西村病院事務長からさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 西村病院事務長。
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〇国保病院事務長（西村智広君） よろしくお願いいたします。議案第３２号 令和４年

度中頓別町国民健康保険病院事業会計補正予算についてご説明いたします。

１ページをお開き願います。総則、第１条、令和４年度中頓別町国民健康保険病院事業

会計の補正予算は、次に定めるところによる。

収益的収入及び支出、第２条、令和４年度中頓別町国民健康保険病院事業会計予算第３

条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。病院事業収益につきまし

ては、既決予定額に３，７４３万６，０００円を追加し、６億６００万４，０００円とす

るものです。病院事業費用では、既決予定額に３，７４３万6，０００円を追加し、６億

６００万４，０００円とするものであります。

資本的収入及び支出、第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次の

とおり補正する。資本的収入につきましては、既決予定額に１４１万３，０００円を追加

し、２，０８７万８，０００円とするものです。資本的支出では、既決予定額に１８８万

６，０００円を追加し、２，６５１万２，０００円とするものであります。なお、資本的

収入が資本的支出額に対し不足する額５６３万４，０００円は、当年度分損益勘定留保資

金で補填する。

企業債、第４条、企業債として起こすことができる企業債の目的、限度額、起債の方法、

利率及び償還の方法は次のとおり変更する。起債の目的には変更がなく、病院事業の医療

機器購入事業の限度額を変更前５９０万円から変更後６４０万円とするもので、起債の方

法、利率、償還の方法に変更はございません。

他会計からの補助金、第５条、予算第８条に定めた一般会計から受ける補助金の予定額

を次のとおり補正する。一般会計補助金につきましては、既決予定額に１，８３５万４，

０００円を追加して、２億６，７８１万５，０００円とするものです。

令和４年６月７日提出、中頓別町長。

それでは、収益的収支の支出をご説明いたします。１７ページをお開き願います。また、

併せて提出しております病院事業会計補足説明資料をお開き願います。１款病院事業費用、

１項医業費用、１目給与費は、既決予定額から２，４７４万７，０００円を減額し、３億

６，０５６万１，０００円とするもので、介護医療院開設に伴い案分額を整理し、給料で

２，０４１万７，０００円の減額、手当で１，０７８万５，０００円の減額、法定福利費

で４５０万９，０００円の減額、報酬は出張医師分の３３３万６，０００円の減額及び夜

間看護師不足に伴う派遣看護師報酬の新規計上により１，０９６万４，０００円の増額で

あります。給与費の明細につきましては、７ページから１４ページまで掲載しております

ので、ご参照願います。

２目材料費では、既決予定額から７０９万４，０００円を減額し、４，５０６万８，０

００円とするもので、介護医療院開設に伴う案分額を整理するものであります。

３目経費は、既決予定額から３６３万９，０００円を減額し、６，０２８万３，０００

円とするもので、主に介護医療院開設に伴う案分額の移行分を整理するものであります。
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それ以外のものについてご説明いたします。２０ページをお開き願います。後段の雑費に

つきましては、介護医療院移行分と派遣看護師の住宅料１２７万円の新規計上分を整理し

まして８８万８，０００円の追加計上であります。

次に、収益的収支の収入をご説明いたします。１５ページをお開き願います。１款病院

事業収益、１項医業収益、１目入院収益は、既決予定額から４，２７０万５，０００円を

減額し、８，７６０万円とするもので、介護医療院開設に伴う入院収益の患者数及び単価

の整理による減額であります。

１款病院事業収益、２項介護保険事業収益、５目他会計補助金は、既決予定額に１，０

２１万６，０００円を追加し、２，０４７万円とするもので、他会計補助金に同額を計上、

介護医療院開設に伴う運営費補助金に関わる分１，０２１万６，０００円の追加計上であ

ります。

６目介護医療院収益は、介護医療院開設に伴い、利用者数１日平均１５名、単価１万５，

０００円として算出しました６，２７０万円を新規計上するものであります。

３項医業外収益、３目他会計負担金は、既決予定額に７２２万５，０００円を追加し、

１億８，０７５万８，０００円とするもので、費用不足分を追加するものであります。

続きまして、資本的収支の支出をご説明いたします。２８ページをお開き願います。ま

た、補足説明資料の２ページをお開き願います。１款資本的支出、２項建設改良費、１目

固定資産購入費は、既決予定額に１８８万６，０００円を追加し、１，７４６万２，００

０円とするもので、機械備品購入費に同額を計上、当初予算の購入備品に関わる消費税分

の追加、患者用洗濯に使用する洗濯機の更新、病室用のエアコンを購入するための費用を

新規計上するものであります。

次に、資本的収支の収入をご説明いたします。２６ページをお開き願います。１款資本

的収入、２項負担金交付金、１目一般会計負担金は、既決予定額に９１万３，０００円を

追加し、１，１７７万８，０００円とするもので、単独備品費分の４１万３，０００円の

追加、過疎債に５０万円の追加で、合わせて９１万３，０００円を追加計上するものであ

ります。

３項企業債、１目病院事業債は、既決予定額に５０万円を追加し、６４０万円とするも

ので、病院事業債に同額を計上、医療機械購入に関わる病院事業債の追加計上であります。

予定貸借対照表につきましては３ページに、キャッシュフロー計算書は５ページに添付

しておりますので、ご参照願います。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い

申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑ありま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第３２号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第３２号 令和４年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補正予算は原案

のとおり可決されました。

ここで議場の時計で１０時５０分まで休憩いたします。

休憩 午前１０時３８分

再開 午前１０時５０分

〇議長（村山義明君） 休憩前に戻り会議を開きます。

◎選挙第１号

〇議長（村山義明君） 日程第３、選挙第１号 選挙管理委員の選挙を行います。

この選挙は、地方自治法第１８２条第８項の規定により、中頓別町選挙管理委員の任期

が令和４年６月２８日をもって満了となる旨の通知があったため、同条第１項の規定に基

づき４名の選挙を行うものです。

お諮りします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により指名

推選により行いたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定いたしました。

お諮りします。指名の方法については議長が指名することにしたいと思いますが、これ

にご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議長が指名することに決定しました。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時５１分

再開 午前１０時５２分

〇議長（村山義明君） 休憩前に戻り会議を続けます。
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お手元に配付した名簿のとおり、選挙管理委員には藤田朋美さん、丸山博光さん、鳥田

博さん、大野賛知子さん、以上の方を指名いたします。

ただいま指名した４名の方を選挙管理委員の当選人と決することにご異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、選挙管理委員には藤田朋美さん、丸山博光さん、鳥田博さん、大野賛知子さん

が当選しました。

◎選挙第２号

〇議長（村山義明君） 日程第４、選挙第２号 選挙管理委員補充員の選挙を行います。

この選挙は、地方自治法第１８２条第８項の規定により、中頓別町選挙管理委員補充員

の任期が令和４年６月２８日をもって満了となる旨の通知があったため、同条第２項の規

定に基づき４名の選挙を行うものです。

お諮りします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により指名

推選により行いたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。

お諮りします。指名の方法については議長が指名することにしたいと思いますが、これ

にご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議長が指名することに決定しました。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時５５分

再開 午前１０時５６分

〇議長（村山義明君） 休憩前に戻り会議を続けます。

お手元に配付した名簿のとおり、選挙管理委員補充員には第１順位、吉田仁美さん、第

２順位、大山敏昭さん、第３順位、相馬祥子さん、第４順位、矢上裕寛さん、以上の方を

指名いたします。

ただいま指名した４名の方を選挙管理委員補充員の当選人と決することにご異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、選挙管理委員補充員には第１順位、吉田仁美さん、第２順位、大山敏昭さん、

第３順位、相馬祥子さん、第４順位、矢上裕寛さんが当選しました。

◎発議第１号

〇議長（村山義明君） 日程第５、発議第１号 補聴器購入補助等の改善をはじめ、難聴

（児）者への支援拡充を求める意見書（案）を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 発議第１号。

令和４年６月８日、中頓別町議会議長、村山義明様。

提出者、中頓別町議会議員、東海林繁幸。賛成者、同じく、細谷久雄、同じく、西浦岩

雄。

補聴器購入補助等の改善をはじめ、難聴（児）者への支援拡充を求める意見書（案）。

上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１４条第１項及び第２項の規定により提出しま

す。

補聴器購入補助等の改善をはじめ、難聴（児）者への支援拡充を求める意見書（案）

聴力に障害があり、障害者総合支援法の身体障害者障害程度等級２級～６級に該当する

場合は補聴器が「補装具費支給制度」の対象とされているが、軽度・中等度難聴（児）者

については、「補装具費支給制度」の対象となっていない。

特に子どもにとって、聞こえは発達・学業にも大きな影響がある。また、成人にとって

は仕事にも支障があり、老人にとっては、聞こえが認知症や命にかかわる。

２０１７年７月開催の国際アルツハイマー病会議でランセット国際委員会は、難聴を認

知症の危険因子の一つに挙げ、２０２０年には、「予防可能な４０％の１２の要因の中で

難聴は最も大きな危険因子」と指摘している。軽度・中等度難聴児に対する補聴器購入費

等助成制度は、全ての都道府県で創設されているが、自治体によって制度の内容が大きく

異なっている。また、成人については、制度そのものがない自治体もある。

どこの自治体に住んでいても、軽度・中等度難聴（児）者に対して十分な補助が行われ

るべきである。よって、国におかれては、下記事項について特段の措置を講じられるよう

強く要請する。

記

一． 国の財政負担により、全ての年齢における軽度・中等度難聴（児）者等に対する補

聴器の購入費及び修理・維持費に対する補助を実施すること。

一． 補聴器の購入費及び修理・維持費の対象に下記を追加すること。

①非難聴側が正常の片側難聴、高音急墜型、聴覚情報処理障害（児）者を加えること。

②イヤーモールド、両耳補聴器、無線式補聴援助装置、外耳形態異常に対する軟骨伝
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導補聴器を購入費の補助対象とすること。

一． 先天性難聴の早期発見のため、全ての自治体で新生児難聴検査への公費助成を実施

するよう、国が財政的援助を強化すること。

一． 病気による難聴の予防のため、おたふくかぜワクチンの定期接種化や、風しんワク

チンの第５期接種の周知徹底と延長を行うこと。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

令和４年６月８日、北海道中頓別町議会議長、村山義明。

提出先として、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、厚生労

働大臣宛てといたします。

以上でございます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより発議第１号を採決しま

す。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、発議第１号 補聴器購入補助等の改善をはじめ、難聴（児）者への支援拡充を

求める意見書は原案のとおり可決されました。

◎発議第２号

〇議長（村山義明君） 日程第６、発議第２号 森林・林業・木材産業によるグリーン成

長に向けた施策の充実・強化を求める意見書（案）を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

長谷川さん。

〇２番（長谷川克弘君） 発議第２号。

令和４年６月８日、中頓別町議会議長、村山義明様。

提出者、中頓別町議会議員、長谷川克弘。賛成者、中頓別町議会議員、東海林繁幸。

森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向けた施策の充実・強化を求める意見書

（案）。

上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１４条第１項及び第２項の規定により提出しま

す。

森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向けた施策の充実・強化を求める意見書（案）

本道の森林は全国の森林面積のおよそ４分の１を占め、国土保全、地球温暖化防止、林
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産物の供給等の多面的機能の発揮が期待されており、これらの機能を十分に発揮させるた

めには、森林資源の循環利用を進める必要がある。全国一の森林資源を有する北海道にお

いて本町と道が連携し２０５０年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロとする国の目標

の達成に向けて、伐採後の着実な植林による森林の若返りや長期間炭素を固定する木材利

用の促進、化石燃料の代替となる木質バイオマスのエネルギー利用の促進などの森林吸収

源対策を積極的に推進することが必要である。

本町をはじめ、道内各地域では、森林の公益的機能の維持増進と森林資源の循環利用の

実現に向け、森林整備事業や治山事業など国の事業を活用し、植林・間伐や路網の整備、

山地災害の防止、木造公共施設の整備、林業事業体の育成など、様々な取組を進めてきた

ところである。

本道の森林を将来の世代に引き継いでいくため、活力ある森林づくりや防災・減災対策

をさらに進め、森林・林業・木材産業によるグリーン成長が実現できるよう、施策の充実

・強化を図ることが必要である。

よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く要望する。

記

１ 森林の多面的機能を持続的に発揮し、ゼロカーボン北海道の実現に貢献するため、適

切な間伐と伐採後の着実な植林の推進に必要な森林整備事業予算や、防災・減災対策の

推進に必要な治山事業予算を十分に確保すること。

２ 森林資源の循環利用を一層推進するため、ＩＣＴ等の活用によるスマート林業の推進、

木材生産・流通体制の強化、建築物の木造・木質化、木質バイオマスのエネルギー利用

の促進などによる道産木材の需要拡大、森林づくりを担う人材の育成・確保などに必要

な支援を充実・強化すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により提出する。

令和４年６月８日、北海道中頓別町議会議長、村山義明。

提出先として、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科

学大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣。

以上です。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより発議第２号を採決しま

す。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。
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よって、発議第２号 森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向けた施策の充実・

強化を求める意見書は原案のとおり可決されました。

◎発議第３号

〇議長（村山義明君） 日程第７、発議第３号 ロシアによるウクライナへの軍事侵略に

対する決議（案）を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

西浦さん。

〇３番（西浦岩雄君） 発議第３号。

令和４年６月８日、中頓別町議会議長、村山義明様。

提出者、中頓別町議会議員、西浦岩雄。

ロシアによるウクライナへの軍事侵略に対する決議（案）。

上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１４条第１項及び第２項の規定により提出しま

す。

ロシアによるウクライナへの軍事侵略に対する決議（案）

北海道はこれまで、国境隣接地域として、また、北方領土問題を抱える地域として、長

きにわたり、経済交流や人的交流等を通じて、ロシアとのつながりを深めてきた歴史があ

る。

しかしながら、２月２４日に開始されたロシア軍によるウクライナへの侵略は、明らか

に同国の主権及び領土の一体性を侵害し、武力行使を禁ずる国際法の深刻な違反であり、

国連憲章の重大な違反であって、断じて許されない行為である。

こうした力による一方的な現状変更は欧州にとどまらず、アジアを含む国際社会の秩序

の根幹を揺るがしかねない極めて深刻な事態であり、隣接地域である本道としても看過で

きるものではない。また、これまで積み上げてきた本道とロシアとの関係を無にしかねな

い。

よって、中頓別町議会は、今般のロシアの侵略行為に対し強く非難するとともに、ロシ

ア軍の攻撃停止と即時撤退、及び国際法の遵守を強く求めるものである。

以上、決議する。

令和４年６月８日、中頓別町議会。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより発議第３号を採決しま

す。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、発議第３号 ロシアによるウクライナへの軍事侵略に対する決議は原案のとお

り可決されました。

◎議員の派遣について

〇議長（村山義明君） 日程第８、議員の派遣の件を議題とします。

お諮りします。本件については、会議規則第１２７条の規定によって、お手元に配付し

たとおり議員の派遣をしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議員の派遣についてはお手元に配付したとおり決定しました。

◎閉会中の継続調査申出について

〇議長（村山義明君） 日程第９、閉会中の継続調査の件を議題とします。

議会運営委員会、いきいきふるさと常任委員会の各委員長から、お手元に配付しました

申出のとおり閉会中の継続調査の申出があります。

お諮りします。本件については、各委員長申出のとおり決することにご異議ございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、各委員長から申出のとおり閉会中の継続調査とすることに決定しました。

◎議案の文言整理について

〇議長（村山義明君） お諮りします。

このたびの定例会で議決された議案について、字句、数字、その他整理を要するものに

ついては、その整理を議長に委任されたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

したがって、字句、数字、その他の整理を要するものについては議長に委任することに

決定しました。

◎閉会の宣告

〇議長（村山義明君） 本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。

これで本日の会議を閉じます。

令和４年第２回中頓別町議会定例会を閉会します。
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（午前１１時１７分）
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上記会議のてん末を記載し、その相違ないことを証するために

ここに署名する。

中頓別町議会議長

署名議員

署名議員


